
平成２７年度 児童・生徒の学力向上を図るための調査 結果と考察 

 

１ 学力調査の結果 

 

 Ａ 教科の内容 

教科 
関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解 読む  

東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 

国語 ５８．５ ６４．５ ６４．３ ５６．２ ５５．７ ５７．１ ３４．６ ３４．１ ３３．７ ６６．５ ６４．１ ６５．６ ６６．３ ６６３ ６８．９ ５８．４ ５７．７ ５９．１ 

社会 ７４．０ ７４．８ ７４．０ ５６．９ ５６．３ ６１．０ ４９．９ ４９．８ ５０．９ ５２．０ ５５．８ ５２．５    ５４．１ ５６．０ ５５．４ 

数学 ８９．０ ８８．９ ９０．８ ３０．５ ２８．８ ２９．６ ６１．１ ６０．２ ５９．９ ６１．３ ５７．２ ５３．５    ５８．３ ５６．６ ５５．９ 

理科 ８９．５ ９０．３ ８９．８ ４６．３ ４６．６ ４８．０ ５９．０ ５９．８ ５８．８ ５１．２ ５２．４ ５７．０    ５５．２ ５６．０ ５８．４ 

英語 ７５．８ ７５．３ ７７．０ ２６．０ ３３．５ ５３．１ ７３．４ ７２．２ ７２．４ ６１．６ ６０．９ ６３．７    ６４．５ ６４．４ ６７．５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｂ 読み解く力に関する内容 
合計正答率（Ａ＋Ｂ） 

 

教科 
取り出す力 読み取る力 解決する力  

東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 東京都 江戸川 本校 

国語 ３１．３ ２８．３ ３３．７ ３４．９ ３４．７ ４３．９ ２５．４ ３５．９ ２３．５ ３０．７ ３１．８ ３３．７ ５４．３ ５３．８ ５５．３ 

社会 ５２．７ ５５．７ ５８．２ ４６．８ ５３．１ ５３．１ ４１．８ ４２．０ ４５．９ ４７．１ ５０．２ ５２．４ ５２．７ ５４．８ ５４．８ 

数学 ６９．３ ６９．７ ６８．４ ４１．０ ３９．８ ３７．２ ４６．８ ４５．９ ４８．５ ５２．３ ５１．８ ５１．４ ５７．０ ５５．６ ５５．０ 

理科 ４６．１ ４６．４ ４５．９ ２８．１ ２７．９ ３３．０ ３７．５ ３７．０ ４３．４ ３５．９ ３５．８ ３９．７ ５０．０ ５０．６ ５３．３ 

英語 ６６．６ ６６．１ ６９．４ ３４．４ ３１．６ ４０．８ ２４．１ ２４．０ ３２．１ ４１．７ ４０．５ ４７．４ ５９．６ ５９．３ ６３．２ 

「Ａ 教科の内容」においては、昨年はほとんどの項目で東京都、江戸川区の結果より下回った結果であったが、今年度は数学の知識・理解の結果が東京都の結果より８％

下回った以外は、ほとんど同じか上回った結果となった。特筆すべきは、英語の「思考・判断・表現」の項目においては東京都の結果が２６．０％であるのに対して、本校

の結果は５３．１％と大変上回っていることである。これは、日ごろからの授業の取り組みの成果であると考察できる。 

また、「Ｂ 読み解く力に関する内容」においても同様の結果となった 

 今年度、このような結果になった背景には、授業改善によるところが多い。それまでの授業形態を見直し、「コの字型の机配置」「４人組での学びあい」を今年度から完全

実施し、教師も授業展開の工夫やＩＣＴ機器を積極に活用した授業を行った結果であるといえる。 

この結果を持続させるための具体的な方策として 

１ 授業の目標を明確にし、目標を達成させるために分かり易い授業展開を工夫するとともに、発展的な課題を提示したりして学習意欲を喚起する。 

２ 教材や資料を効果的に活用するだけでなく、視覚的にも効果がある電子黒板などを積極的に活用する。（活用方法の研修会の実施） 

３ ワークシートの工夫や自己評価カードなどを用い、生徒の学習状況を正確に把握する。（評価の研修会実施） 

４ 家庭学習の取り組ませ方の工夫と改善（「家庭学習のススメ」の定期刊行） ※「家庭学習のススメ」とは進路部が発行している学習通信である。 

 

 


